（別添）
第２回キャリア教育アワード
 募 集 要 項 
２０１1年８月
 主 催 ： 経済産業省
 実 施 ： キャリア教育アワード事務局
１．キャリア教育アワードの趣旨
新興国の台頭など企業の競争条件の激化に伴い、若者に求められる職務遂行能力が高度化していく傾向にある中、職業人としての資質や能力の向上、｢働くこと｣への関心・意欲の高揚を通じた学習意欲の向上などを目的とした「キャリア教育」を、子供・若者たちに対し早期から行うことの重要性が高まっています。
小中高校などにおいては、基礎的な知識の定着やスキルの習得だけでなく、学習内容と実社会とを関連づけ、自己の将来について考える「キャリア教育」が推進されていますが、実施にあたっては、企業・地域の協力が不可欠です。
企業・地域の人々が「本物の社会」「本物のシゴト」を教えることが、子供たちの興味・関心を惹きつけ、「働くこと」に対する価値観の醸成、学習意欲向上などにつながっていくからです。
近年では、学校教育や社会教育などの人材育成分野において、企業等による支援事例が増加してきています。
それは、企業の社会的責任（Corporate Social Responsibility：以下、ＣＳＲ）を果たしていく上で、環境保全活動などと並び、未来に対する投資として、若者を社会全体で育てていこうという気運が高まっているからです。
こうした活動は、一方的な貢献活動にとどまらず、企業側にも様々な効果をもたらしています。実際に取り組んだ企業等からは、自社のブランド価値の浸透や、若者と直に交流することで若者向けの製品やサービスの品質向上につながるといった直接的なメリットもさることながら、活動に参加した社員が自己の仕事の内容ややりがいを子供に伝えることを通して、自らの仕事の価値を再認識したり、全社的に取り組むことで企業内のコミュニケーションが活発化したりするなど、社員自身の人材育成や企業全体の活力の向上といった効果が報告されています。
これからの社会を支える子供たちに対する社会的投資としての教育への参画活動をさらに促進する観点から、企業等における教育活動の先進的な取組を表彰し、その成果を広く社会で共有することを目的として、昨年度に引き続き第2回「キャリア教育アワード」を開催します。なお、本年度より経済産業大臣賞を創設し、最も優秀な取組を表彰します。是非御応募ください。

　
　一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育である。（平成２３年１月中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」）
※キャリア教育の実践例としては、「職場体験活動」や「職業人による講話」などが広く知られている。しかし、例えば、学校における国語・算数・数学・英語などの教科教育や、環境教育・食育・金融教育・人権教育などに代表される個別テーマ性の高い教育活動についても、それらを通して課題解決能力、キャリアプランニング能力などの社会的・職業的自立に向けた力を育成するための意図的な働きかけがなされていれば、それらの活動は「キャリア教育」としても重要な機会となる。
（参考）経済産業省ホームページ　http://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/career-education/index.html
２．キャリア教育アワードの概要
　キャリア教育アワードは、企業や経済団体による教育支援の取組を奨励・普及するため２０１０年度に創設された表彰制度です。
　応募のあった教育支援の取組について、産学の有識者からなる審査委員会で審査し、受賞企業及び経済団体を決定します。
　さらに、２０１２年１月２６日（予定）に開催するシンポジウムにおいて、受賞した各企業及び経済団体から「どのような活動に取組み、どのような成果が得られたか」についての発表を行っていただき、その中から審査委員会の評価により最優秀賞（経済産業大臣賞）を決定し、表彰します。
（１）応募期間　
　２０１１年8月２６日～２０１１年1１月３０日
（２）応募対象　
　児童生徒等
を対象に「キャリア教育」に取り組む企業・経済団体等を募集します。
　　※学校へのいわゆる出前授業だけでなく放課後や休日を利用した活動も含みます。
　　※職場体験・インターンシップ受け入れを行っている企業・団体も積極的に募集します。
※対象となるか判断が困難な場合は、事務局にお問い合わせください。
（３）応募資格　
応募者は、応募対象の主たる事業者及び教育支援事業の運営等を担当した者であること。
２０１１年4月1日以降に実施したキャリア教育の取組であること。なお、２０１１年３月３１日以前から継続して活動している場合も応募は可能。原則として審査の対象は２０１１年４月１日以降の活動であるが、２０１１年度の取組が未了の場合、２０１１年度も同様の取組を行う予定である場合に限り、２０１０年度の取組内容を審査対象とする。
活動内容の公表が可能な企業・経済団体であること。
学校教育におけるキャリア教育の取組を支援している事例の場合には、当該学校から応募に係る一切の事項について了承を得ていること。
※応募する部門については、（６）賞の構成もご参照ください。
（４）評価基準　
　企業等による継続的・効果的なキャリア教育支援の取組を評価する観点から、応募された取組について以下の項目により評価を行います。
	審査基準
	審査項目

	①継続性
長期にわたり運営していくためのPDSAサイクル
が実行されているか
	授業実施前に計画（実施体制、スケジュール等）は練られているか

	
	学習者・学校に対する感想文・アンケート調査等を通じた評価・分析を踏まえ改善を行っているか

	
	全社的な取組となっているか

	
	プログラムの改善や、支援者である社員や関係者の意欲向上に役立てるため、取組に参加した社員や関係者等の意見・感想を把握し改善につなげているか

	②普及性
より多くの学校（または地域）で実施しているか
	【普及型キャリア教育モデル部門】
より多くの学校（または地域）で実施しているか
【地域ネットワーク型キャリア教育モデル部門】
該当地域においてより多くの企業・団体が参加しているか
【地域密着型キャリア教育モデル部門型】
普及性は問わない

	③汎用性
教育ニーズに対応できる取組となっているか
	学習指導要領に沿ったプログラムになっているか

	
	実施時間数に可変性・柔軟性はあるか

	
	【学校教育内での活動】学校側と学習目標・内容のすりあわせを行っているか
【学校教育外での活動】地域の課題や子どもたちの学習課題を踏まえた内容となっているか

	④企画性
プログラムの内容に工夫があるか（目標設定、授業の進め方等）
	プログラムによって育成したい能力など目的・目標が定まっているか

	
	目的・目標に対して、授業内容・手法は適切か（学齢に応じた内容・手法になっているか、学習者の集中力を引きつける内容となっているか等も勘案）

	
	核となるプログラム(体験学習等)の効果を高めるための事前・事後学習を行っているか

	
	チームで協力する内容が盛り込まれているか

	
	学んだ内容をワークシートやプレゼンで発表できる工夫がされているか

	⑤キャリア教育としての教育効果
授業内容が、社会的・職業的自立に向けた力の育成支援となっているか
	社会の実情を理解し、前向きに捉えられる工夫があるか

	
	仲間を認め合う気づきを与える工夫があるか

	
	自己の可能性・適性への気づき、「将来の生き方」への興味関心・意欲を喚起する内容となっているか

	
	将来に備え、学びの必要性を感じる内容となっているか


（５）審査委員　
　学識経験者、経済団体関係者、教育関係者などから構成します（決定次第公表します）。
（６）賞の構成　
　各企業・経済団体の取組の形態により３部門（①普及型キャリア教育モデル部門②地域ネットワーク型キャリア教育部門③地域密着型キャリア教育部門）より構成することとし、審査委員会による審査の結果、優秀と認められる取組を部門毎にキャリア教育アワード２０１１の優秀賞として表彰します（８件程度）。さらにその中から、３部門においてそれぞれ最も優秀と認められる取組に対し、最優秀賞（経済産業大臣賞）を授与します。
【各部門の特徴】
①普及型キャリア教育部門
単独の企業が、多数の学校・地域でキャリア教育に取組んでいるケース
②地域ネットワーク型キャリア教育部門
地域コミュニティのネットワークを活かし複数企業・経済団体等が連携してキャリア教育に取組んでいるケース
③地域密着型キャリア教育部門
単独の企業が、経済活動の拠点としている地域においてキャリア教育に取り組んでいるケース
※万一、応募者の選択した応募部門が不適切と判断された場合は、応募部門の変更をお願いする場合があります。
（７）スケジュール　
　応募受付開始　　　　
2011年　８月26日
　応募受付締切　　　　　　　
2011年11月30日
　応募内容の公表（ウェブ）　
2011年　12月上旬
　書類審査　　　　　　　　　
2011年　12月中旬
　審査結果通知　　　　　　　
2011年　12月下旬
　最優秀賞審査及び表彰　　　
2012年　1月26日（予定）
（８）最優秀賞審査及び表彰
	■第２回キャリア教育アワード表彰式（案）■
・日　　時：２０１２年１月２６日（木）１３：００～１７：００
・会　　場：東京・有楽町朝日ホール
・プログラム（案）
１３：００　　各事例の発表
１４：３０　　有識者による講演等
１６：００　　表彰式
１７：００　　終了


※上記プログラムは変更の可能性があります。
最新の情報は、キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会ウェブサイトを御覧ください。（http://www.human-edu.jp/）
（９）問い合わせ先　
キャリア教育アワード事務局
（一般社団法人キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会）　担当：井上・三上
〒167-0043 東京都杉並区上荻1丁目24番21号 協立第51ビル3階
TEL 03-3392-1988  FAX 03-5347-2373   E-mail career@sanet.jp

３．応募・審査
（１）応募提出書類　
エントリーシート（必須）※１
【様式１】に必要事項を御記入ください。なお、記入に当たっては下記ウェブサイトも御参照ください。
　http://www.human-edu.jp/

活動資料
①活動状況が分かる写真 ※２
　（撮影者、被写体の許可が得られていてウェブや冊子で公表してもよいもの）
②その他活動内容や成果等が分かる資料 ※３
　　　※1 コピーをして１０部及びデータ保存された電子媒体をご提出ください。
　　　　　応募者が複数のプログラムを実施している場合は、１プログラムずつお書きください。
　　　※2 写真は２種類をエントリーシートへ貼付け、またその写真データを電子媒体に入れてご提出ください。
※3 提出書類は各１部、角２版封筒（A4版が入る大きさ）に入る程度の量とします。
（２）申込方法　
上記所定の申込書に必要事項を記入し、キャリア教育アワード事務局まで郵送してください。FAXや、E-mail等による提出は受付けられません。
申込締切　2011年11月30日　必着
参加申込書送付先
	〒１67－００43

東京都杉並区上荻1丁目24番21号　協立第51ビル3階
　　　　一般社団法人キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会内
　　　　キャリア教育アワード事務局　宛



（３）注意事項　
提出いただいた資料類、写真類は返却いたしませんので、あらかじめ御了承ください。
審査に関する問い合わせには応じられません。
応募いただいた団体名・個人名や活動内容を、新聞、雑誌、インターネット等で公表することがあります。またマスコミからの取材にご協力をお願いすることがあります。
（４）個人情報の取り扱いについて　
応募者の個人情報は、審査及び運営に必要な範囲内で利用し、第三者へ提供することは一切ありません。応募者の同意なく、利用目的を越えて利用することはありません。
◆キャリア教育とは◆








� 小学校から高等学校段階までの児童、生徒を対象とした活動


� 取組を継続的に改善していくためのPlan（計画）、 Do（実行）、 Study（評価研究）、 Act（改善）という４段階のプロセスを繰り返すこと
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